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富田真輝人
さんは

見た！

アフリカといえば。マサイマラ国立公園
に行きました。天井が開くバンに乗って、
地平線まで続く平原をひたすら進んで
いくんです。もちろん柵なし！こんなに
近くでゾウ、ライオン、シマウマ、キリン、
カバなど、多くの動物たちを見ることが
できて、まさにでした。

イタリア留学中のやりたい事の１つが、
高校時代ホームステイしたドイツの家
族に会いに行く事でした。休日1人で新

幹線に乗ってイタリアからスイスへ向
かい、そこからドイツまでの長旅に挑
戦しました。遅延あり、ストライキありと
大変な旅でした。そして懐かしい家に
辿り着いたのも束の間、もうその家族
は引っ越ししていて再会は叶いません
でした。2泊3日の切ない大冒険でした。

トリノから新幹線に乗って1時間、ミラノにある

スカラ座に行ってきました。スカラ座はイタリア
オペラ界最高峰の歌劇場です。初めてのオペ
ラ劇場に期待が高まりました。演目は「DON 
CARLO」オペラ歌手の迫力ある歌声は心に深
く響き渡りました。

トリノは人口約86万人、
イタリアの中でもトップクラス
で治安の良いエリアだと言わ
れています。街は綺麗で、優し
くて明るい人が多い印象があり
ます。同じアパートのフランス
人とメキシコ人の留学生が
ピザ店で歓迎会を開いて
くれました。

トリノ大学では、ノベルフードに指定されている昆虫を食料問題緩和のための
選択肢として、昆虫飼料の多面的な取り組みを行っています。アメリカミズアブ
とミールワームの昆虫飼育技術を学ぶとともに、現在問題とされている食糧廃
棄物を利用した昆虫飼料生産にも取り組んでいます。またトリノ大学では鶏に
加えウサギや養殖魚など様々な家畜を対象とした研究が行われており、生産
した昆虫を飼料として利用することで持続的な畜産生産に向け取り組んでい
ます。さらに留学生向けのイタリア語講座も受講しています。研究に語学に忙
しくも充実した日々を過ごしています。

【面積】約30万㎢

【人口】約6000万人（2021年）
【言語】イタリア語
【首都】ローマ

◎農学研究科１年
◎2023年10月から2024年8月まで
トビタテ留学JAPANの新・日本代表
プログラム、15期STEAMコースで
イタリア、トリノ大学に留学中
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